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ユピキタス社会への期待萎１

機 井 今 ８ は お 忙 し い と こ ろ、 あ り が と＝う ご ざ い

ま す
竈

未 来 医 学 研 究 会 で す が、 こ こ の カ リ キ ュ ラ ム

（東京女子医科大学バイオメディ カル・カリキュ

ラム） はもう３８年くらい前から続けてい豪す。
土

肥先生も何臓かいらっ しゃいましたね。

土 鯉 ２ 回 く ら い じ ゃ な い で し ょ う か。

桜弊 参揃者は企業、 とくに医療機器メーカーや

製 薬 メ ー カ ー の エ ン ジ ニ ア の 方 た ち が 多 く て、 読

者もそのような方々なのですが、 環在では！６００

人 く ら い の 会 に な っ て い ま す。

立 腿 す ご い で す ね。

桜蒋 未来医学餅究会の学会誌 昧来医割 に掲

載するために、 毎隼至回このような座談会を開い

て い ま す。 去 年 は 「ア ン チ エイ ジ ン 列 と い う テ

ーマで特集をやりました。 なるべく他があまりや

ら な い よ う な テ ー マ を や ろ う じ ゃ な い か と い う こ

と で、 今 回 は 「ユ
ビ キ タ ス」 な ら 豪 だ 取 り．ｈ げ て

い る と こ ろ が 少 な い と 思 い ま し て ね。

土 鯉 ユ ビ キ タ ス （ｕｂ三ｑｕｉまｏｕＳ） と い う 名 前 を つ

けたのは東京大学教授の坂村健氏だと思います。

いろいろな名前を探した結果、 日本人に発音しや

すい単語の申 から選び拙したそうで、 いわゆる

「いろんなところにある」 という意昧です。

桜蒋 和 製造語ですか。

立 鰹 い や、 ラ テ
ン 語 で す。

大篤 もともとは聖書に出てくる、 言葉の王つと

闘 い て い ま す。

私は今、 早稲囲大学の客員研究員として
一緒に

研 究 さ せ て い た だ い て い 豪 す。 ま た、 「高 齢 者、

障審者の立場でマルチメディアを考える」 をテー

マ に、 「老 テ ク 研 究 会」 の 代 養 と し て、 高 齢 者 の

家庭や地域活動の場でフィールドワークを行って

いま す。 例えば、 第
三世代携帯電話の πＯＭＡ」

というテレ ビ電話 を高齢者に、 に んなふうに使

い ま し ょ う」 と い う 撮 案 を し て、 ポ ラ ン テ ィ ア の

方たちと一緒に教えています。

パソコンなども、 高齢者の方たちがお使いにな

る の は な か な か 難 し い の が 現 状 で す。 そ こ で、 ア

メリカに 「シニアネッ 〕 という葛齢者に向けた

パ ソ コ ン 学 習 の ＮＰＯ が あ る の で す が、 そ こ の ア

イ デアを紹介 し、
８本各地 での 「シニアネッ ト」

の設立を支援 していま す。

行政に対しては、 誰でも参蜘できる高度情報社

会を実現するために、 清報
バリアフリーの考麦方

を 擬 雷 し て 慧 ま し た。

機弊 最近、「ユ
ビキタス」 という言葉が流行り

つ つ あ る よ う で す。 し か し、 ま だ
一 般 の 方 々 の 理

解が十分 ではないと考えられます。 私の考克 で

は
、 ユ
ビキタスというのは 「進んだ 唖童術」とい

う も の が 社 会 に 遼 用 さ れ る と い う こ と＝で す。 ＩＴ

で Ｋ玉ＰＳ， Ｇ玉ＰＳ、 羽 ＰＳと い う 言 葉 が あ っ て、 キ

ロ メ ガ オ ー ダ ー、 ギ
ガ オ ー ダ ー、 テ ラ オ ー

ダ ー な

どそれぞれ１曽報のメモリー蓄積と伝送速度と処理

能力の３つ が互０００倍ずつ のス ピードで進んでい

く こ と を 意 昧 し ま す。 今 は テ ラ の 時 代 で す が、 そ

ういう技術を背景にした至つの社会的な変革なの

で は な い か な と い う 気 が し て い ま す。

土肥先生は傭報ヱ学系の教授でいらっしゃるの

で、 本ヨはその辺のところを簡単にお話しい
ただ

き た い と 思 い ま す。

立 膿 ユ ビ キ タ ス と い う 言 葉 は、 一一般 に は
“い ろ

いろなとこ二ろに存在する” という窟昧で使われて

いて、 て学部では大学院関連の研究グルー
ブがた

く さ ん あ り ま す。 極 端 な 謡、
玉丁 だ け で は な く 、

ＩＣチ ッ ブ が い ろ ん な と こ ろ に つ け ら れ る、 要 す

るに冷蔵庫 も電 気炊飯器も電子レンジもみんな

ＩＣが 入 っ て い る わ け で す か ら、
そ う い っ た と こ二

ろ か ら ど ん ど ん互丁の 進 化 が 進 み、 そ し て ネ ッ ト

ワ ー ク を 通 し て、 外 部 か ら ア ク セ ス し て コ ン ト ロ
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鰯躍鰯騒翻醐 「 ■二二ニニ＿
一 ル で き る、

豪 ず そ う い う イ メ ー ジ を 浮 か べ て 使

われて いる 爵葉と＝いう感 じが強いですね竈

そ う い う 意 妹 で は、 マ
イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ー と

いったものがどんどん発達して、 黒に見麦ない形

で 浸 透 し て 窪 て、 そ こ に は 当 然、 猪 報 が 符 在 す る

のだと言って差し支えないと思います竈 ですから

私 は、 ユ
ビ キ タ ス と い っ て も、 こ れ が ユ ビ キ タ ス

だという何か特定のものがあるわけではないと考

え て い ま す。

桜蒋 医療の安全と１いうことが最近詐常に誘題に

な っ て い ま す。 ２， ３ 年 煎 の 話 で す が、
そ の 当 時

は薬剤を間違えな いよ うに、 注射器を青、 ピン

ク、 赤などに色分けしたらどうかという意昆がま

だ あ っ た く ら い で す。 そ れ
が バ ー コ ー ド と か玉Ｃ

チ ッ プ の タ グ に よ る 判 融 な ど、 い ろ い ろ な 新 し い

技術で急逮に情報化が進 んできましたね。

私はよく雷うのですが、 携帯電藷がこんなに早

く普及するとは
、
最初の頃は誰も思わなかったで

し ょ う。 そ れ と 同 じ よ う に ユ
ビ キ タ ス と い う 構 想

も、 今はまだ何となく 夢の推界の串にあるような

感じですが、 いったん発達が進み出すと善及する

のもす ごく早いのではないか、 という感じがして

い ま す。

立 腱 そ う で す ね。 や は り 技 術 と い う も の は、 い

くらいいものでも腹間に広まり、 あるいは伐闘で

使いたいと思われないかぎりは絶対に広まりま竜

ん。 携帯電語というものは便利だから初め 多少費

用が島くても使われますが、 やがてそれが売枇る

ようになればどんどん値段が ドがり、 技術開発で

さ ら に 値 毅 が’ド が る、 す る と 今 度 は さ ら に 購 買 層

も広がっていく。 そういう段階を経て広がってい

っ た と い う 感 じ が し ま す。 ユ ビ キ タ ス も ま だ 費 用

が高いとか特定の領域でしか使われていないとい

っ た 問 纏 が あ っ た と し て も、 ど こ か で ブ レ イ ク ス

ルーが起こって広がって いく領蛾が見つか れば、

値段も下がっていく。 そういうことを繰り返して

い る と、 ま た ど こ か の 頭 の い い 人 が も っ と も っ と

いいものを考麦出してくるというよい循環が始ま

る の で は な い で し ょ う か。

桜 井 ユビキタスを被術的な面 で構成 するもの

は、 私 は ２ つ の 要 薬 に 分 け ら れ る と 思 い ま す。 至

つ は ネ ッ ト ワ ー ク で、 イ ン フ ラ ス トラ ク チ ャ ー と

いった施設や設備の要素 （ハードウェア） があり

ま す。 も う １ つ は王Ｃタ グ と い っ た 情 報 ツ ー ル と

してのセンサー的な要素がありますね。 その両方

が褐まって社会の環境を構築するという感じです

が、 大 島 兜 生 は そ の 串 の、 使 い 道 と い う か、 ソ フ

ト ウ ェ ア が ご 専 門 で す ね。

夫 島 は い。 高 齢 被 会 の 閥 題 と い う の は、 こ の

訂未来医学』 誌でも取り ｈげられているテーマだ

と恩いますが、 ユビキタス社会と 言われるいろい

ろ な ネ ッ ト ワ ー ク の 申 で、
そ の 先 に 座 っ て い る の

は識なのだろうかと考えるときに、 ヨ本の場含に

はもう耳にタコがで養るほど聞かされている超高

齢従会を遡えようとしているところで、 それがち

ょ う ど ユ ビ キ タ ス 杜 会 と ク り ス し て い る と＝い う の

が８本的な祷徴と言差るの ではないかと思いま

す
。

ですから諸外国からも、 日本はこの高齢化にど

うやって対応していくのかと＝注目されていると懸

うのですが、 情報通信などの技術と高齢社会の悶

題というのが全然別の方向へと動くのではなく、

土月螢先生も言われましたとおり、 口々、 醐育で起

こっている様々な少子高齢化の間題について、 情

報通信とそれを支乏るユビキタス社会が新しいソ

リューシヨンを晃つけてくれる場となるのだと捉

差 る べ き で し ょ う。 櫛 格 の 閥 魑 も あ り ま す が、 ユ

ビキタス技術が自分の闘題と して、 臼分の日々の

暮らしの闘題を解決できるソリューシヨンとして

認識されれば、 本当の意妹で爆発的に、 高齢者か

ら小さい子どもまで、 誰もが使っていけるように

なるのではないかと思います。 清報の中身という

点からはユビキタスということの意昧をそのよう

に 考 え て お り ま す。

８ 朱来 婆学Ｎ帆２０ ２⑪ｏδ寧



機 鉾 妻 さ しく そ の と お り だ と 思、い 豪 す。 ユ
ビ キ

タ ス 研 究 の 第一・人 者 で あ る 坂 秘 健一先 俺
、
が 以 赫 例 か

に書いて おら叔た申に、 「国際 樽準化」 という言

薬があり豪した。 標準化というのはもちろん大艦

だ け れ ど も、 や は り 国 や 文 化 の 違 い に よ っ て、 ユ

ビキタスというものの使い遭が違うのではないか

と い う こ と で す。 例 え ば漱 米 の 一部 の 鰯 で は、 小

荷物を送ると３翻 ぐらいがどこかへ行って し濠う

こともあるそうです。 それを防 ぐためにすべての

小循物に互Ｃタグをつけておくと、 微物がどこにど

う 行 っ た の か が 分 か る。 「モ ニ タ ー」 と い う か

「監税」 で、 雌 悪説」 赦会においての使い方です

ね。 臼 本 の 場 合 は ど ち ら か と い う と、
先 ほ ど の お

語 の よ う に、 「箏、養 が い の 施 る 社 会」、 「安 全 な 杜

会」 の実現の ための禾胴 法ということで、 「狩薄

説」 に基づいていると蓄羨ます巾

文 化 や 懲、想 の 違 い が あ る 以 １二、
標 準 化 に よ っ

て、 そういうものを 箱く
たにして王つの標燦を

作 ろ う と い う の は、 ど こ１か に 無 理 が あ る の で は な

い か と＝い う こ と を 書 か れ て い 塞 し た。、

立鰹 医療に関しては、 倣界共遜の窮墳は多いの

で す。
し か し 介 護、

と く に 商 鯖 杖

使われたり、 それぞれの文化によって方肉牲が分

か れ て い き 凄 す。 こ れ
を １ つ の 圏、 且 つ の

地 域 で

の考えガを中心にスタンダードを作ろうというの

は、 ち ょ っ と 無 理 が あ る の で は な い か と 思 い 凄 す

ね
。

機弊 大，鴎先生の 「老テク研究会」 での取り組み

を何かご紹介いただけ豪すか。

爽篇 これは、 今の標準化のお謡とも絡むと麗、う

のですが、 高齢者の闘纏に取り組むと書、 その文

化の閥魑というのは大変大書 いと思い豪す。

巨王本では携帯電藷にマナーモー ドというものが

つ い て い 豪 す。 病 院 内 で は 螂 り な き い、 電 単 の 噺

で は マ ナ ー そ 一 ド に し な さ い と 藪 わ れ る こ二 と が一一…

般的です。 しか し、 このごろでは篭車の申で携 帯

電蓄茜を鴫らしている人はぽと＝んど覧かけ豪せん

し、 病院内で嘱 帯電講で講している人もほとんど

党 か け な く な っ た と 思 い ま す。 と こ ろ が、
先 だ っ

てある餅究者の方がヨーワッパに行って慧たとい

う の で、 「ヨ
ー ロ ッ パ で も マ ナ ー モ ー ド っ て あ る

ん で す か」 と１闘 い て み 妻 し た ら、 「そ ん な も の は

ない。 甜の喰でもどこ１でもみんな平気で濡 詰を鵬

ら し て、 歩 慧 な が ら 大 き な 津 で し ゃ べ っ て い る」

と い う こ１と＝で し た。 Ｅ葦本 で そ ん な こ と を し た ら 臼

い 蔓１で 晃 ら 叔 嚢 す し、 豪 し て 病 院 の 申 で は、 走 っ

てはいけないということと＝陶じくらい携徽電話を

会における介護 の場含で は、 それ

ぞれ鰯の伝統 文化に機 ざした 問題

を 含 ん で い 豪 す。
だ か ら、 介 護 に

おける場含 は 「万国共通」 の 閥纏

を共有すると＝いうわけに はい慧豪

遼ん。 ある技 術が伝統文化の 部分

に 入 っ て く る、 あ る い は 利 用 さ れ

るという場 合には、 米国 に入れ
ば

「性悪説」 の魎が強く 繊て監視 脚二

使 わ れた り
、
塞 た 日 本に 入 れ ば

唯 善説」 の繭が強く出て教育 刷二

來 来１蓬 繋Ｎｏ．２０ ２００５律
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鰯綴黎騒騒騒鰯１「二…

使ってはいけないと＝いうマナーを醤養んが分かる

よ う に な っ て い ま す。

「それって何だろう」 という話を し、 「それはや

はり文化の違いに関係があるのかな」 という結論

に な り ま し た。 と く に 医 療 の よ う な、 本 当 に キ チ

ッと標準化されていなくてはいけない分野と違っ

て、 その先の地域医療とか介護のような分野にな

ると、 多様な文化の悶題というものの存在が大慧

いの です。 技 術サイ ドや医療の専門職から 鼠る

と
、
に ういうふうに療養してく ださい」 という

指示があっても、 「うちは長年おぱあちゃんの や

りたいように して慧たんだ」 と＝いうことがあった

りして、
その辺の文化の閥纏にどのように対応し

て い く か が 且 つ の ポ イ ン ト だ と 思 い 豪 す。

武爵 私たちが活動の！つとしてやってい豪すの

は、 とくに情報遼信披徽の開発にかかわる専門の

テ ク ノ ロ ジ ー に つ い て、 技 術 者 の 方 と そ の 末 端 で

玉Ｏ 未来医学Ｎ岨２⑪ ２００５寧

儲報を受ける高齢者や障害を鋳っておられる方、

女健の生溝者など、 そういう様々な人たちが一緒

の テ ー ブ ル に 着 い て 考 麦 よ う と い う も の で、
こ の

至ｏ 年 く ら い ず っ と 行 っ て い 凄 す。

そこ二でまず間題になるのは、 「言葉」 が遷 じな

いこ二とです。 情報遼信の専門家にとっては当たり

飾 と 思 っ て 話 し て い る 言 葉 が 分 か ら な い。 ま た、

こちらの地域生潅者と しては幾たり前と懸ってい

る 言 葉 が、 な か な か 伝 わ ら な い。 豪 さ に 言 葉 と い

うのは文化の閥題なので、 国と＝国よりも凄ず国の

申での地域生活者と専門家
、
利用者と技術闘発者

が、 岡 じ テ ー ブ ル に 座 っ て 諮 を で 誉 る よ う に し よ

う ではないかと、 そういう研究会をやってまいり

豪 し た
。

その申から、 技術者も研究所の申におさ豪って

い た り、 槻 の 五 で の
ぺ 一 パ ー ワ ー ク で 開 発 す る の

で は な く、 地 域 に 凶 て いこ二う じ ゃ な い か と い う 意

識を鋳つようになってもらい、
高齢者の集豪りと

か障害者の集豪るところに出て慧てもらって、 現

場 で 一 箱 に、 こ の 機 器 は 使 い に く い ね と か、 こ二れ

はこ１うしたいい使い方のアイデァがあるんだなど

と蓄糺 合い、 双方が交流するこ１とが解決方法にな

らないかと取り維 んでい豪す。

機辮 そういうこ１とを実際にやっておられるわけ

で す ね。

夫 驚 はい。 兜ほど少 しお話 ししま した米国の

「シニァ系ツ ■ という大規模なパソコ ン学習の

ＮＰＯ が あ り ま す。 １０年 ほ ど 就 に、 そ の メ ン バ ー

の方をヨ本にお招きしたのですが、 そこでは高齢

者が高鐘緒 にパソコンを教克ています。 Ｂ本人の

イ メ ー ジ で は、 米 国 人 は み ん な キ ー ポ ー ド が 打 て

る ん じ ゃ 恋 い か と 思 い が ち で す が、 そ ん な こ と は

ないそうで、 や
はり高齢者の方にはできないとい

う場合が多いよう です。

日本での活動は、 藪便属や学校といった公共佳

の高い場所を提供していただき、 企業の技術者が

ボ ラ ン テ ィ ア と し て 参 椥 し て い ま す。



ユ ピキタス社会への期待

ＮＴＴ， ＮＴＴ
ド コ モ、 マ イ ク ロ ソ フ ト と い っ

た

企業が支援をし、 各地の自治体も熱しに参画して

い ま す。

今では北海道から沖縄までそういう グルーブが

たくさんできてきて、 少しずつ進んできているの

か な
、
と い う 感 じ が し て い ま す。

機弊 土肥先生は、 医学とヱ学の連携について、

今の言葉の問題についていろいろお考えがあるか

と 思 い ま す が、
ご 経 験 か ら い か が で す か。

土鰹 それはもう至るところで耳にしているこ１と

です。 医学部の先生と工学部の先生では圃じ大学

の申でも、 文化も言葉も違います。 そのような先

笠どうしがものを作り出そうといっても、 まずお

互いの希望するものができることはあり豪せん。

例麦ば医師の先生が に ういう機械をこのよう

に し て ほ し い」 と い っ た 場 含 に、 エ ン ジ ニ ア の 先

埜が 「こ１ういう技術を使っていいものができるだ

ろ う」 と 思 っ て、 「は い で き ま し た」 と 持 っ て い

くと、「いやこんなものを頼んだ覚えはないｊ と

い う こ と＝に な っ て し ま う こ と が あ り ま す。 エ ン ジ

ニアの先生の説明も難しい言葉で医師の先生には

分からない。 工学部の先生たちにとっては当たり

諒の言葉も、 医学部の先笠
たちにはちんぷんかん

ぷ ん で す。 豪 ず、 こ の 問 題 は こ う い う こ と な の だ

と かいった謡から始める必要があります。

だから、 医学灘の先生と工学部の先覚、 あるい

は臨床系の医師と技術闘発のエンジニァが、 ただ

話 し含ってものができるような閥題ではないです

ね。 これはやはり医学都の先生も工学の知織や工

学 的 セ ン ス を 理 解 し て い な い と で 窪 な い し、
二１二学

部の先生も医学の謡に遼じていることが大事で、

医学とは何かということに対する理解が必要 で、

それを
、 医
者に侵竜ておけばいいとかヱンジニア

に任せておけばいいなどという態度では絶対にダ

メです。 お互いにそれぞれの専門を理解し、 尊重

し含うことではじめてものがで養るわけです。 ま

さに今、 大島先生の濡動をうかがい、 その意を強

く し ま し た。

立膿 桜升先生の取り組んでおられる遠隔医療や

遠隔手術、 あるいは心臓などを遼隔地から診断す

る取り組み、 これらも
一種のユ ビキタスと爵えま

す ね。 先 生 が 繰 り 返 し 言 っ て お ら れ る よ う に、 こ

れからの医療 では遠隔 医療が重要になるで しょ

う。 ８ 本 の 場 合、 護
が ど こ に 住 ん で い て も 最 高 の

治療を受けられるという権刷があります。 そのた

めには地域の格差や披術の格差をできるだけ排除

する 上でも遼隔医 療と いう ものが大事なのです

が、 そ う い う と き に ユ ビ キ タ ス の 技 術 が な け れ

ば、 塞 ず で き ま せ ん。 今 の 段 階 で は ロ ー カ ル な エ

リアにネッ トワーク がある だけでもいいのです

が
、
こ れ か ら は、

そ れ を も っ と 広 め て い か な い と

遠隅医療というものが実現できないということで

す ね。

例えば、 私はよく僻地の代表として北海道を例

に出 しますが、 一口に施海遺と言っても本当に広

いですよ。 患者さんのいるところまで行って治療

をするのでは闘に合わないし、 そこから専門の病

院に連れて来るのも閻に合わない。 そのような地

域 で は、 ユ ビ キ タ ス と い う の は、 ま さ に 切 実 な 閥

懸 と し て 存 在 す る と い う こ と な の で す。 し か し な

がら、 科学研究費とかいろいろな公的研究費で研

究班を組織して取り組んではいますが、
それカミー

般にまではまだ根づいていない。 それを根
づかせ

る た め に は、 や は り 何 か ブ レイ ク ス ル ー が 必 要 な

の で は な い で し ょ う か。

ですから、 ある患者さ
んとあるお医者さんとい

う、 ２人の関係 では可能かもしれないが、 僻地に

嚇する遠隔医療の形でユビキタスが広まらないの

は、 使 い 勝 手、 も っ と 言 え ば、 必 要 な 情 報 が 簡 単

に入手できないとか
、
遷信網が進んでいかないと
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鰯睡魎麗覇㎜醐ニニ ー 二二二二二二二二二、

か、 そ う い う と こ ろ が ま
だ ま だ 解 決 で 養 て い な い

のが原因だと考乏豪す。 それでも至つずつ解決し

ていけばそれが広がる。 例えば、 地
欧などでは過

蹴也が多いので、 やはり遼隔医療をやりたいと＝い

った日本と同じ閥題を抱えています。 日 本の ｍ

孝童術でまず行って手本を示 して見せさえすれば、

向こうは向こうの現状に即した形のもので広がっ

て い く と 私 は 恩 っ て い ま す。

桜井 遠隔手術の現状と将来という観点ではどう

で し よ う か。

立 鯉 ユ ビ キ タ ス と 言 麦 る 状 況 に は、
ま だ な っ て

いまぜん。 遠鰯手術というのは行われて はいます

が
、 あ く

ま で も デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン 的 な も の で

しかありまぜん。 すべての行為に対策を立て、 何

が起きてもすぐに斌応できるという準備をした
．
圭二

で行っていますから、 普及する
ためにはまだ時間

が か か る で し ょ う。

ア メ リ カ ー 臼 本、 ア メ リ カ ー ヨ ー ロ ッ
パ で 遼 隔

手倣における幾つかの成功例はあり豪すが、 だか

らといって、 すぐに醤
及するというものではあり

ません。 環在成功しているものでもまだまだ閥題

点があって、 それを解決しないと本当の季術への

利用 には至らないというのが現状 です。 ですか

ら、 ユビキタスの技術というものが遠隔手循の分

野で漆当に花開くのはまだこれからです。

桜升先生が前に “２雌 紀の医療というのは２２世

紀の 医療を目指してやるもの” と 言わ 虹ま した

が、 まさに２２世紀の医療を目指 してやるという気

持ちでいかないと無理ではないかと恩いま すね。

桜井 大体において、
情報のほうが機械や技術よ

り進歩が先行していますね。

立肥 例として手術を上げると、
情報のやりとり

で患者さんが死晦ことはありませんが、 機械 で手

徹ミスをすれば患者さんの命にかかわります。 医

療箇像をどんどん送って、
それこそ画像診断をや

ったり病理診断を行っていますが、 それで患者さ

ん が 死 ぬ こ１と は あ り ま 蛙 ん。 と こ ろ が、 実 際 に 医

纐の手の代わりになるロボットみたいなものがネ

ッ ト ワ ー ク の 先 端 に あ っ て、 例 え ぱ通 信 固 線 が 切

れたとか、
操作している医靹が指示 したことをワ

ポ ッ ト が し な い と い う こ と に で も な っ た ら ど う な

る で し よ う。

大 篤 考 え た だ け で も、 ド キ ッ と し
凄 す ね。

立鯉 だから、 機絨系の技術は進歩が遅れるので

す。 それと、
そのような披俄がなくても手術がで

き る 技 術 を 持 っ た 先 生、 少 し ぐ ら い シ ス テ
ム の 不

備があっても、 そのく らいならいくらでも処置で

きるよ、
と１いった修羅場をく ぐってきた先生に行

っていただかないと。 遠隔季術を行うには豪
だ塞

だこれからという闘発没階なので、 それだけの技

術 の あ る 先 先 が 使 っ て み て、 そ し て フ ィ ー ド
バ ッ

ク を か け て い た だ い て、 作 っ て い か な い と い け な

い ん で す ね。

リア ルと バ ー チ ャル、 車 の 爾 輪 と

してのそれぞ れの 働き

桜丼 ユ ビキタスでは即時陛、 すぐ分かる、 す ぐ

情報が得られるということが非綿に大事ですね。

大島先生のかかわっておられる 「シニアネット」

と い う０）は、 そ う い う 郎 蹄 陵 と い う か、 リ ア ル タ

イ ム で ネ ッ ト ワ ー ク が 組 ま 叔 て い る わ け で す か。

爽 嘉 リ ア ル タ イ ム で ネ ッ ト ワ ー ク に つ な が る と

い う こ と 自 体 が ど う い う こ と な の か、 ス タ ン ダ ー

ド型の技術がどうなの かと＝いったことについて

は、 通 信 の ネ ッ ト ワ ー ク と い う も の は 圓 に 覚 え な

いものなので、
高齢者の方々とか情報弱者と言わ

れる方々に理解してもらうのは難しいことです。

そ こ で、 シ ス テ ム や 技 術 と い っ た こ と か ら 入 る の

で は な く、 今 よ く コ ン テ ン ツ と 霞 わ れ て い
ま す け

枇ども、 それぞれの情報の率身から入っていくと

いう彩で触れていく ように しています。

先ほどのお謡で、 本当にロボットの触手の先端

が動かなくなるよう な事故が起きたらどうする
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か、 と い う 閥 題 が あ り ま し た。 画 像 デ ー タ の や り

とりでも、 私
が介護をしている家族や蔦齢の患者

さんの立場になってみると、 例えば 介の患者さ

んとしては、 先生のお顔を拝昆できることが価よ

りの安心であったり、 先生とつながっているんだ

ということが実感できますよね。 そういう心理と

い う の は す ご く あ る と 思 う ん で す。 そ れ は、 今 開

発されている初歩的な技術であっても、 外繊が嗣

難だったり病院の外来に来ることが大変な患者さ

んにとっては十分に安心が得られるのです。 その

安心をもたらしているもの は何かと考えると＝、 そ

の陰にネットワークがあるのだという理解ができ

れば、 エン ドユーザーでも実感として分かってく

れるものと考えています。 そうした観点からアブ

ロ ー チ を し て い く よ う に して い ま す。

桜 弊 そ う す る と、 ユ ビ キ タ ス 社 会 に お け る バ ー

チャルとリアルは、
どういう関孫と捉えればよい

の で し ょ う か。

土鰹 ユ ビキタス杜会ではバーチャルではなく、

リ ア ル な 憶 報 を 扱 う べ き だ と 思 い ま す。 例 麦 ば、

昔私が福祉機器開発の委員をしていたときも
、
欄

談 相 手 の ネ ッ ト ワ ー ク を 作 る と、 高 齢 者 の 場 含、

大抵の人は繁急の場含しか使わないでくださいと

諮 し て も、
寂 し さ か ら 電 話 を か け て き ま す。 ８ 割

の人がそうでした。 そのような電話への対応で大

変 だ っ た と き に 私 は １ つ の ア イ デ ア と し て、 本 当

に大変なときには、互１幡 や１１９番にかける電謡の

ときのように声にならなかったり、 声の調子がお

かしいので分かるはずだと思いつきました。

こ れ は、 あ る 人 が 話 し て い た こ と で す が、 ご 主

人が浮気をして帰宅したときというのは、 女性は

す ぐ に ピ ン と く る。 そ れ は、 帰 っ て 来
た と き の

「ただいま」 の声の音程がいつもと違う からだそ

うです （笑）。 それと嗣じように、 緊急の場含の

声の トーンというものは普段と違いますから、 そ

ういう人に対しては医繍が電話に出る。 そうでな

い 人 に は ボ ラ ン テ ィ ア の 人 が 出 て、 顔 は 先 生 の 写

一…燃擁
真 だ け 出 し て、 「ふ む、 ふ む、 そ う で す か」 ぐ ら

いで語を聞いてあ げる。 そんなふうにしたらどう

か と 言 っ た こ と が あ り ま す。 だ か ら、
ユ ビ キ タ ス

は リ ァ ル な 情 報 で な い と い け ま 喧 ん。

大島 全国の高齢者の緊急のときの適報を受ける

安 全 セ ン タ ー と い う と こ ろ で お 話 を う か が っ た と＝

きに、 遷報してくる８割の方々が寂しくてかけて

く る と い う こ と な ん で す。

こ れ は、
ビ ジ ネ ス と し て 考 え れ ば、 業 務 の 大 半

が通報してきた人たちの無料の話し相手になって

しまっています。 本当に緊急な２割の人を鋤ける

ことを優先すべきだとは思うのですが、 私は、 今

蕎われた 「リァル」 の部分に、 その寂 しいという

部分も一緒にして高齢者の方に返していったらど

う か と 思 っ て い ま す。

「シニアネッ ト」 の例で見ますと、 教室に通って

もみんながパソコンを使えるようになるわけでは

ないのです。 できない人もたくさんいるん です

が
、 でも歩いて数分の近くの学校や教会、 郵便局

な ど、 毎 Ｂ 行 け る と こ ろ が あ る亡 そ こ は 「リ ア

ル」 な棋界なので、
近所の伸闘と交流したり、

先

生 か ら い ろ い ろ な 誘 を 聞 い た り し て、 ネ ッ ト ワ ー

ク上での交流と実際に会うといった交流が車の両

輸の働きをし、 高齢者の方々にとって大変支えに

な っ て い る の で す。

で す か ら、
パ ソ コ ン が 使 え る よ う に な る な ら な

い は 戯 に、 教 室 を 卒 薬 す る の はイ ヤ だ、 そ こ の コ

ミュニティに参加する手殺がなくなってしまうか

ら、 と い う こ と を お 闘 き し ま し た。 寂 し く て 電 語

をかけてくる８翻の人たちも、 もし自分の地域に

そ う い う 触 れ 合 い が で 窪 る、 支 麦 合 え る コ ミ ュ ニ

ティのようなものがあれば、 誰かにわ ざわざ電話

をしなくても済むのではないか。 そう した観煮に

立 ち、 「シ ニ ァ ネ ッ ト」 の ネ ッ ト ワ ー ク．ヒで の 交 流

だ け で な く、 リ ア ル の 拠 点 づ く り と い う と こ二ろ に

も力を入 れて 活動しているという現状があり豪

す
。
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鰯錘騒醸灘醐醐」

機 舞 私 は１０数 年 鮫 か ら 「ヘ ル ス ケ ア ・ パ ー ク」

と い う テ ー一マ に 取 り 組 ん で い ま す が、 今、 予 防 と

か健康の保鋳とかいうことに関しては、
病院は知

ら ん 顔 で す。 要 す る に、 健 康 な 人 が、 病 気 に な ら

ないようにするにはどうしたらいいかと病院に行

っても、 病気
になったら来てくださいと煽されて

し ま う。 保 健 蕨 も あ り ま す が、 あ ま り そ う い う 対

応 を や っ て い な い。

／人の人閲のからだの中で健康と病気というも

のは不連続なものではなく、 連続 しているんです

ね。 だ か ら、
病 院 へ 行 く 敵 段 階 と して、 健 康

な と

きから病気のときまで一貫してその人を診られる

という仕組みが必要なのではないかと考えたわけ

で す。 そ れ が ヘ ル ス ケ ア ・
パ ー ク な ん で す。 今 の

「リアル」 な拠点というのは、 塞さにそういうヘ

ル ス ケ ア ・ パ ー ク の よ う な も の が 拠 点 と し て 存 在

するということと同じ話の至つと してうかがった

ん で す。

私がそういう話をすると、 それはネットでやれ

ぱ い い じ ゃ な い か と 言 う 人 も い ま す が、 ヘ ル ス ケ

ア ・ パ ー ク で は 何 を や る か と い え ば、 至 つ は 健 康

の 教 育 で あ り、 人 闘 の か ら だ は こ う、 病 気 は こ

う、 と い う こ と の 理 解 を 促 す こ と と、 も う 至 つ は

主に楯談相手 です。 それはネットでもできないこ

と はないけれども、 例克ば巣鵜 に行ってみれば、

おぱあちゃんたちがみんな楽しそうに歩いている

んですよ。 ネットでの付き合いではああいう彩に

は な ら な い で し ょ う。 巣 鴨 と い う 「リ ア ル」 な 場

所が存在し、 「お
ばあちゃんの漂循」 と言われる

ような場所になっている。 現実にもそういう場所

が必要なのではないかと思います。 そういうとこ

ろ に 集 ま っ て、 お 亙 い に ギ元 気 だ ね、 が ん ば ろ う

や」 と語をするといったことが大事なんですね。

至４ 未来獲 学Ｎ岨２０ ２⑪ｏ癖

夫罵 今のお語をうかがって思ったのですが、 私

は長年、 東京女子医科大学病院でお世藷になって

お り 豪 す。 こ こ で 拙 産 も し ま し た し、 父 ・ 母 ・ 祖

母も治療でお世話になっていますけれども、
ここ

の待合室清報というのが患者さんにとっては非常

に貴重な情報源だと恩います。 先生が言われま し

た ヘ ル ス ケ ァ ・ パ ー ク と い う 形 の 王 つ が こ こ に あ

る よ う な 気 が し ま す。

それはどういうことかと言うと、 地元の開業医

の先生のところで待っている閲に得られる情報と

大学病院の持含室で得られる猪報とは全然内容の

レベルが違うわけです。 豪ずその場砺にいるとい

うことだけで、 同じ医療施設を選択 したという基

本情報の共有化があります。 豪して同じ診療科の

椅 子 に 座 っ て い る と い う こ と に な れ ば、 そ こ で 書

葉を交わすこともあります。 たわいないと言って

しまえばそれ豪でなんですが、 私
もそこ で縞構い

ろいろな情報を得たりしました。 福被用具の相談

でも、 専門のところで椙談するというの はなかな

か難しいことです。 待含室では長く待 たされて、

と か よ く 書 わ れ ま す が、 私 の 場 合、 そ の 時 翻 こ、

同じ診療科に来ておられる方の使っている福祉閑

具を昆たり、 参考になるようなお話を聞かせてい

た だ い た り も で き る の で す。

また、 同じ病院の待合室に来ているという安心

感もあり、 情報の信頼健があります。 今はなかな

か手がつけられないと思うのですが、 何かそうい

う 「リアル」 な猪報の拠点として大学病院とか学

校などが少 しシフ トして 役翻を累た してくれる

と
、
患 者 さ ん は 喜 ん で、 学

び の 場 と して 利 用 し た

りするのかなと、 先生のお話をうかがって考差ま

し た。

桜擁 安全性の確保という点から言うと、 ユビキ

タス社会というの は非 常に貢献度が大きいです

ね。 先 ヨ テ レ
ビ で 放 映 し て い た 番 組 に よ る と、 あ

る 小 学 校 で は、 生 徒 全 員 に夏Ｃ タ グ を 渡 し て、 校

門をくぐると何時に誰が出入りしたかが分かるよ
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う に な っ て い る の だ そ う で す。 な る ほ ど と一轡 い 塞

し た が、 食 晶 の ト レ ー サ ビ リ テ ィ な ど い ろ い ろ な

応燭方法が商り凄すよね。 薬なども、 だんだんと

そ の よ う に な っ て い く の だ ろ う と 懸 い 嚢 す。

その他に医療の安全を高めるためにどんな二と

が 考 麦 ら れ る で し ょ う か。

立 鰹 例 急 ば、
■高 織 社 会 の よ う な 螺 含 で す と、 高

鹸者が俳禰 してもどこに行ったかが分かり凄す。

ある人グ）議では、 「緋禰をするなというから緋綱

す る の で、 自 臨 に 散 歩 さ ぜ る。 あ と で ど こ に ど う

行ったかが分か枇ば、 寧ででも違虹簾しに行け
ば

い い」 と い う こ と＝で し た が、 そ う い う 対 応 の 至 つ

とってもユ ビ寺タス 技術の使い遺はあり嚢す。

ただ、 今の携薇電講でも轡場所郊分かる機能が

あり嚢す。 あれはみん凌よい機能だと１怒ってい妻

すが、 例麦
ぱ
、
震蔓分の 息予や会村の杜曇に渡 す

と、奉損 がちょっと時閥がで慧たからお茶でも飲

んでＬイ木みしようと慰っても会杜から監概されて

い た り、 一婁、子 が 大 学 へ 行 っ て い な い こ と：が
バ レ て

し豪ったりと、 よい癒もあるけれど亀、 遼に不都

合凌繭も繊てくるということ郊至つあるかなと思

い 凄 す。

亀 う 至 つ、 こ う い う 携 帯 電 謡
６）シ ス テ ム が で 慧

る 誠 に も い ろ い ろ と ア イ デ ア を 出 し た の で す 都、

現金輸送車の金属ケース に豆Ｃタグなどを入れて

お け ば、 ケ ー ス が ア ン テ ナ に な っ て ど こ に 行 っ て

いるかすぐに分かり凄す。 例羨ぱ現金輸送車が襲

われて、 警察が井常線を張ったけれども捕嚢らな

い。 毘 つ け た と＝慈 に は ケ ー ス は み ん な 空 っ ぽ、 と＝

い う よ う な 事 態 は な く な り 豪 す。 そ う い う こ と が

で 慈 る は ず だ と 言 っ て い た の で す。

私がその謡をしたら、 ある会杜の方がそれっ慧

り 黙 っ て し 塞 い、 そ の 場 で
は そ れ 以，ｋの 謡 は 出 て

こ な か っ た の で す が、 お そ ら く 警 察 で は、 も う と

っ く に や っ て い る と 思、い 嚢 す よ。 表 に 繊 て い る 灘

分と表に出ていない部分、 よい磁と悪い碗、 それ

ぞれあり豪すので、 う豪く都含のよい部分だけを

使 う と い う こ と＝で し ょ う ね。

機欝 ユビキタスというものは、 考爽てみれば誰

常 に 便琴套ｊだ し、 安 全ご陸 も 高 い し と い っ た と こ二ろ が

あ り 嚢 す が弔 一
…方 で は 少 し 恐 ろ し い 繭 が 商 り 豪 す

よ ね。 そ れ は、 セ キ ュ り テ ィ と い う 点 が 上 げ ら れ

るでしょうか。 先笠方はその辺はどのようにお考

象 に な り 護 す か。

爽鶏 私は、 今隼の互 服 蝸 に、
欝馬県０）医鰯会

主催による全園大岸病院マネジメント連絡協議会

に う か が い 護 し た。 憐 報 通 信 の 専 門 家 の 方 と、 す

でに今電子カルテのような形で“病院の串でいろい

ろ やっ ている先生方と語をする機 会があり嚢し

た。 そ こ で 欄 人 の セ キ ュ リ テ ィ を ど う や っ て 守 っ

て い く か と＝い う 語 に 恋 っ た わ け で す。

専門家の意昆としては、 国が医療セキュリティ

を暗号化して守ろうとしているけれども、 火擁 今

の鰭号 は３年ぐらいですべて破られ豪す九 と：１わ

泰 衆 隊 挙焚ｏ，２竈 ２１掲３
餐 至５
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謹垂） か） し ゃ る ん で す。 で す か ら、 セ キ ュ リ テ ィ

奮か１汰 から絶勅に安全だということはありま蛙

ん
。 そ れ

は
、
ど れ ほ ど 警 察 が が ん ば ろ う と 泥 棒 が

／沌 くならないのと同じように、 暗号を破る人と

そ叙を防ぐ人という追い掛けっこになって しまう

と い うこ二と で す。

私がそのお語をうかがった際、 発言さ音てい
た

だいたのは、 白己責任というか、 専門家に全部委

ねてしまうのではなく、 鐵分である程度の責任を

持 つ。 そ の た め に は、 専 門 家 し か 解 読 で き な い よ

うな清報もあると思いますけれども、 最低限、 例

麦ば自分が何の薬を飲んでいるかとか、 どこのお

医者さんが主治医で、 どういう治療を受けている

かといった情報については自分で管理し、 責任
を

鋳って病院にもかかり、 薬局にも行く ということ

が必要なのではないかということです。 麟禰が悪

いとか、 通信機器の機絨を作った人が悪いという

こ と で は な く、
蟻 分 も 均一一に 責 任 を 持 つ と い う こ

とが大事なことの至つです。 永遼に破られない暗

号というものができない以上、 絶対的な安全を誰

か に 委 ね る と い う こ と は で き ま せ ん。

断 賊三で病気になったり、 お産で実家に戻って

いるときに、 自分が今までに医師にかかっ
た診療

記録をどうやって地元の医師に騒けるかというよ

うな問題も あり ます。 その役割を聚たすツー ル

が、 遷信の簡単な携帯電謡になるの
か端末の小さ

い 機 器 に な る の か は 分 か り ま せ ん。 し か し、 そ う

いうも のにデータを入れていつも自 分で鋳ち 歩

き、 白分で賛任を鋳って管理し、 隆療機関な
どに

か か る。 こ二の よ う な こ と は 必 要 で あ り、 ま た、 患

者さんのほうもそれを良覚 して、 白
立しなければ

い け な い の で は な い か と 思 い 豪 す。

桜 弊 今、
大変重要な ご指摘が あっ たと思いま

す。 大体３０～側年厳の医療の第１次改革、 いわゆ

る イ ノ ベ ー シ 蔓 ン が 行 わ れ た と き に、 そ れ は や は

り テ ク ノ ワ ジ ー の 進 歩 で あ っ て、 ＣＴ
が ぞ き た り

脳ＲＩができたり、 体外衝撃波結石破砕があった

りしました。 もちろんそれらを中心に医療はガラ

ッと変わりましたが、 それを践豪えて第２
次イノ

ベ ー シ ョ ン が 起 こ る と 思 う の で す。 「そ の と＝き」

と い う の は い つ か と 言 う と＝、 お そ ら く 医 療
と い う

も の が、 今 言 わ れ ま し た よ う に、 患 者 さ ん （あ る

いは患者さんの家族） と医者と医療機器が密接に

繋 が る と き に こ そ 変 わ る の で は な い か。 そ れ が 第

２次か第３次かの改革であると思うのですが、 そ

のときにユビキタスというものが非常に有力な武

欝になる可能性があるのではないかと懸っていま

す
。

土継 もう１つ大事な点は、 例差
ば私が地方に行

ったときに、 産院はあまり関係ないかもしれませ

ん が
、 何
か 重 症 の 病 気 に な っ た 場 合、 す で に 他 の

医療機関での験査結果があるのにもかかわらず、

塞た同じ検査をすることがありますね。 医者とい

うものは自分で検査 してチェックしてみないと気

が済まない、 と鳶っては失礼な言い方かもしれな

いですが、 故の
データが確かかどうか確認をとり

た い の で し ょ う。 そ う す る と 何 の た め に 散 の デ ー

タ を 祷 っ て い っ た の か 分 か ら な い。 今 ま で の よ う

に独泣の機関で検査をやっていると、 それぞれの

機 器 の一陸 格 な ど で 多 少 の ば ら つ き が あ っ て、 そ れ

を自分のところの薗分のレベルで確認したくなる

と い う わ け で し ょ う。 そ う い う ば ら つ き が 少 な く

なれ ば本当のユビキタスに近づいていけると思う

の で す が、 現 在、 こ の 機 器 の 特 健 の 違 い と い う の

が １ つ の 障 壁 に な っ て い る の か な と 思 い ま す。

桜丼 検査データの標準化というのは１つの目標

と い う か、 研 究 テ ー マ に な っ て い ま す ね。 こ れ が

日本全国一律でないと、 今言われたようなことに

な り ま す。

ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー が か か わ っ て 非 常 に 微 小 な 検

査機械を作ろうという試みがあって、 もうそろそ

ろ完成するそうです。 その機械は本当に小さいも

ので、
あまり痛くない針を刺して微量な血を機械

に 入 れ る と、 何 項 忌 か の 検
査 が で き て し ま う。 そ

玉６ 来衆隆学Ｎ皿２０ ２００５年
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の と き に 必 要 な の は、 こ の メ ー カ ー の チ ッ
プ で は

あ る 値 だ と し て も、 チ ッ
プ ご と の 基 準 が バ ラ バ ラ

だと非欝に困るので
、
やはりこれから検査データ

の標準化というのはユビキタスの１つの前鍵条件

に な り ま す ね。

立鰹 それが整麦ば、 医療分野のユ
ビキタスはす

ごく発達すると思います。 おそらく医師は今まで

の縄験から、 他の検査機関ではこういう症状のと

誉に本当にこのデータだったのだろうかと不安を

覚 え た り、 ち ょ っ と 違 う ん じ ゃ な い か と 疑 っ た

り、 自分で検査をやってはじめて 納樗する場含が

あ る ん じ ゃ な い か と 馴 、ま す。 そ う い う 意 練 で、

こ の 場 含 な ら ば こ う し ま し ょ う と、 い わ ゆ る オ ン

ラインですぐ納得いく形で診断できるようにする

た め に は、 標 準 化 の 間 題 が あ り ま す。

使われる機器カ書椰璽類かあっても、 それが至つ

ひとつ標準化していけばいいのですが、 チッ
プの

小さいものでも薗一的にパッとデータが脇るよう

に な ら な い と、 商 晶 と し て は 売 れ な い わ け で す。

た だ し、 今 のＩＣの 技 術 か ら い く と、 そ れ を き ち っ

と合わせて作るというのはかなり難 しいですね竈

し か し、 た だ 難 し い だ け で あ っ て、 決 し て 不 可 能

な こ と で は な い と 思 い ま す。 そ の書受術 に ブ レ イ ク

ス ル ー が あ っ て 同 じ も の が 作 れ、 そ し て 同 じ デ ー

タがどこででも幽せると いう ことになったとき

に、 日 本 全 国、 あ る い は 世 界 各 国 ど こ へ 行 っ て も

そのデータが使えると いうこ とになるのですか

ら
。

機鮮 未来医学という点から考麦ると、 ユビキタ

ス技術はこれから急速に波及 していくだろうけれ

ども、 そのかじ取りをすることが非常に重要にな

ると懸います竈 下手に行えば、 鯉六
時申監視され

ている感じがする社会になって困ります。 逆にそ

の辺が保障さ叔ていけば安 全隆が高まる。 この点

ではいろいろと大塾なポイ ントがあると思います

が
、
こ 枇 か ら の ユ ビ キ タ ス の 利 用 法 と い う か、 こ

のように使ったら人闘生活にとって役立つのでは

な い か と い っ た こ と が あ れ ば、
お 語 し い た だ き た

い と 思 い ま す。

私は、 医療の安全という面から考戻れば、
使い

方によっては非常にその安 全縫が高まると＝思いま

す。 即 蹄 陸 と い う か、 リ ァ ル タ イ ム で あ る と い う

点で、 検査結果にしても伺にしても、
あるいは他

の病院のデータを知りたいといったいろいろな点

で も、 ユ ビ キ タ ス ネ ッ ト ワ ー ク の よ う な も の が あ

ってはじめて可能になるので、 そ
う いう点では患

者さんの立場からすると葬常にメりツトが大きく

な る と い う 気 が し ま す。 例 麦 ば 薬 に し て も、 い ろ

いろな機械に して も豆Ｃタグみたいなもの がつ け

ば
、 それぞれの確認がその場ですぐにできますか

ら間違えることが少なくなるのではないでしょう

か
。

ですから、 医療の安全という魎から考免 れば、

ユビキタスの技術というのは患者さんのために役

立つところが大きいのではないかという気がしま

す。

立鰹 あとはその他に、 例えば自分が出張先で欄

れ た と き に
、 そ こ

に そ の 病 気 の 専 門 家 が い な い、

たとえ医纐がいても専門外であったり、 かかりつ

けの先生はよく 知っているけれども、 そうでない

先 生 に と っ て は 初 め て と い っ た と き に、 す ぐ に 適

当な先生に連絡がとれたり傭報がきて適切な処蟹

ができるというようなこ二とができ枇ばよいなと懸

い ま す。

私は、 たまたま遂年前に講演の最中に脳出廠で

鰯れま して
、
それが医学系の学会会場でのことだ

ったのですぐに適幾な病院に入枇てよかったの で

す が、 普 通 の 人 ば そ の 場 で は 我 慢 し て、 し
ぱ ら く

経ってから病院に行き、 やはり畿胤でしたという

こ１とでかなりの手遅れになる。 私も病院に入った

未衆嚢学Ｎα２０ ２００５年 亘７
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と養に、 ずいぶん遅れて病院に入ったために絹当

σ）後 遺 疲 か 残 っ た と＝い う 人 を 多 く 毘 凄 し た。 そ ん

匁 と慈 亀、 もしそのような手支補テと違絡網 邦あれ

ば、 どこに行っても白分の病気を早く判断してパ

ッ と 処 蟹 して も ら 麦 る と い う 大 慧 な メ リ ッ ト に な

る 琢）で は な い か と 思 い 豪 す ね。

艦鱒 それと
、
こ二れは医療経済という点にも絡ん

で慈ますが、 医療機械で繭禰 年数が遇
ぎたものを

僕う場含という閥懸があり豪すが、 その機械の履

歴が今は豪ったく 分からない。 何回ぐらい使って

いるからもう壊れそうだとか、 豪
だ大丈夫だと

か、 そういう履歴なども譜憾させておけばよいで

すし、 そのような閉途にもユ
ビキタスの絞術は僕

麦 る だ ろ う と 考 え て い ま す。

立鰹 ある興で呼吸用機器の故障で患者さんが亡

く なり凄した。 それが機械の赦障のせいなのかど

うかの調査紐瀬 がありました。 語を鰯くとその機

械は結構故障が多く閥題がありま した。 そのよう

な 情 報 も あ ら か じ め 分 か っ て い れ ば、 僕 う と＝き に

も注意して使麦るわけです。

あるいは、 この機械は亟欄 年数を遇ぎるとこう

いう故障が起こる確率が高い、 だから使うのはや

め な さ い、 必 ず こ う い う と＝こ ろ を 重 点 的 に メ ン テ

ナ ン ス し な さ い、 と い う こ と も 履 歴 に よ っ て 慧 ち

っ と 示 し て、 こ れ は 確 か に 点 検 を 行 っ て い る か ら

大丈夫、 という機 誰点検の履歴も残っていれ
ば
、

撃故が防げるのではないかと思い豪すね。

爽轟 兜ほど桜井先生から、 病院は病気になった

ら来るところで、 健康なと慧には付き合ってくれ

ないと＝いうお話がありましたけれども、 病院に行

かなくても安心して地域で暮らせるというこ１と、

いわゆる可及的に診嫌や治療が必要なと慧という

のはあるのでヰ 醤馳也域で療養をしたり暮らして

いると窪に安心して病院とつながっていられる方

法 と し て は、 二 う い う ユ ビ キ タ ス の 技 術 と い う の

は安磁でもあり、
よいのではないカ叱 患い豪す曲

例えば、 糖尿病の腕糖溺定の機械を、 私も病院

から煩戴して毎轡一笈懸命潮って、 それをノート

に書いて、 そのノートを電車に乗って病院豪で行

っ て 先 生 に 蒐 音 て、 先 生 が そ れ を 見 て、 じ ゃ あ 処

方嚢は二れでと：爵われて豪た帰っていく。 半日が

かりで病院に行かなければならないという語です

が、 その
血糖値を溺る機 械自体が電波を発 して、

無線でそのデータが即時に病院側の患者カルテに

記録されれば， 先生はデータをいつも昆ているわ

けではないのですカミ、 自動的に毎日の徽糖鮭がそ

こに報告されて、 診断に泌要なことはそれを冤れ

ば
、 そ こ に 記 録

と し て 全 部 入 っ て い る。 あ る い は

何か異常な数億などが総たときにはちゃんと１警告

が 繊 て、 ドク タ ー の ほ う で 注 意 す る こ と＝ が で き

る。 そ う す る と、
普 穀 の 生 活 の 申 で も バ ー チ ャ ル

な関係ではあるけれども、 ドクター 猟 、つも麿分

を見守っていてく れて、 安心して地蛾で馨らすこ二

と が で 慧 豪 す。 そ れ こ そ ユ
ビ キ タ ス の い つ で も、

どこ二に い て も、 と い う こ１と＝に 寄 与 す る 技 術 で は な

いかと思い豪す。 実際の診断に応用されるのはま

だ 先 の こ１と に な る か も し れ 豪 せ ん が、 一一 般 の 滞 民

にとっては安心して暮らせるための有効な季穀に
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舳 ・確灘 藩妻、

ユピキタス社会への期待

な る と 思 い ま す ね。

桜蒋 王Ｃタグなどの微小化は、 もっともっと進む

の で し ょ う か。

土肥 もっと進みます。 あ枇はエッチングの技術

や、 切る技術が重要なの ですが、１０年前に鈍べて

もすごい精度です。
おそらく今後はナノテクノロ

ジー技術の応用で開発していけばもっと纐かくな

ります し、 あるいはその回賂禽体も別の考え方で

設計されるのではないかと言われて いますね。

機井 よく本人確認のためにチップを体の巾に入

れるという謡がありま すよね。

土 膿 ま あ、 痛 く な け れ
ば … … （笑）。

夫鳥 私は自宅でも訪問看護を利用 していて、蓄方

閥看護師の方といろいろとお謡しをするチャンス

があるので すが、 在宅医療が高度化 してきてい

て、 ま る でＩＣＵ 禽 体 カ
ミそ の ま 豪 家 に で き て し ま

っ た み た い な 感 じ だ と 書 う ん で す ね。 要 す る に、

病院の入院期閲を短縮するという目的でどんどん

新 し い 医 療 サ ー ビ ス が 繊 て き て、 そ の 動 き は も っ

と も っ と 進 む だ ろ う と い う こ と で す。

そうなれば
、
在宅で重度の療養をして いても、

先生がいつもデータを毘守っているという彩は、

病院の至ＣＵですぐ先生が来てくれるのと同じよう

に思うのです。 在宅医療の高度化といったことに

も、 寄 与 す る こ と＝が で き る の で は な い か と 思 い ま

す
。

国は、 なるべく病院の入院期閥を短く して早く

在宅に戻ってほしいという方針ですから、 訪閥番

護師の方々もＩＴ技術などを勉強しないと、 今ま

での技術だけでは対応ができない。 パソコンを使

っ て コ ン ピ ュ ー タ ー の デ ー タ が 読 め な い と、 夜 宅

医療ができないような時代になっているのだとい

う お 語 を 闘 い た り し ま す の で、 そ の 辺 は ユ ビ キ タ

ス披術がサポートで蓄る大きな分野かなと懸い豪

す
。

機弊 今の医療というのは、
病院という１つの専

門的な密闘空閥の中で行われるということが建て

前 に な っ て い ま す。 し か し、 そ れ が 社 会 全 体 に 広

がりつつある。 私たちは 「ホス ピタウン」 と呼ん

で い ま す が、
ホ ス ピ タ ル が 社 会 の 申 に デ フ ユ ー ズ

（拡散）するような、 社会全体が安心のある「病院」

に な っ て い く と い う よ う な こ と も、 ユ ビ キ タ ス 技

術によって可能になってくる かも しれませ んね。

爽 鳶 今 の お 謡 の ホ ス ピ タ ウ ン 構 想 の よ う に、
地

域や家庭が在宅医療、 あるいは在宅療養の場にな

っ て い く。 そ う す る と 当 然、 専 門 家 と の 闘 で の 倦

報共有ということが重要になってく ると思いま

す。 そこでは医師とその療養をしている要介護者

や患者さんとの２点閥の情報共有だけではなく、

そこ に加わってく る地域の いろ いろ な社 会的資

源、 介 護、
医 療 サ ー ビ ス の メ ン バ ー

、
あ る い は 撃

菜者との猪報共有など、 その患者さんや家族がど

こ二にいても、 そういう人たちと情報共宥ができる

と い う こ と が、 病 院 と は 違 う 意 妹 で、 重 要 に な っ

て き ま す。

例乏ば先依から薬の飲み方をこのようにしてく

ださいという連絡か来ます。 そ 枇を本当に飲ま

せ
、
あ る い は 飲 む よ う に す る に は、

そ の 家 庭 環 境

をどのように調麦たらいいのかという語になりま

す。 病院なら看護纐がちゃ んと やっ てく れます

が
、 家庭で

はそれを損うのは家族の方だったりホ

ー ム ヘ ル パ ー だ っ た り し ま す。 豪 た、 歩 く の 邦 困

難な人の場合
、
こういうやり方で歩く練習をしな

さいと整形外科の先生から指示があった場合、 そ

れを実際に家庭の中で、 あるいは地域でどうやっ

て いく かは千差万別です。 地域の理 学療法士と＝

か、 介護サービスの業者との連携が必要になって

きます。 その患者さんを串心とした連絡ノートと

いうものを作って いるのが普通だと思い豪すが、

そ れ を ユ ビ キ タ ス に で き な い だ ろ う か と 思 い、 今
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「ユ ビ キ タ ス ・ ホ ー ム ケ ア ノ ー ■ い う 形 で 開 発

を し て い ま す。

例乏 ば、 私の場の場 含、 先 生から薬を頂いて

も、 工か月後に病院で測ってちっとも醜 繍■餓
ミ下

が っ て い な い。 じ ゃ あ 処 方 を 変 え よ う と い う こ と

で や っ て み て も、 ち っ と も 変 わ ら な い。 実 は 敏 が

薬 を ご み 箱 に 捨 て て い た、 と い う こ と が あ っ た の

です。
兜生はカメラで冤張っているわけではない

の で、 デ ー タ や 数 字 で し か 患 者 さ ん を 冤 ら れ ず、

容態が少しも変わらない。 では、 家庭環境や薬を

飲む環境がどうなっているのかといった猪報をど

うすれば専門家と共有できるのか、 ということが

課 題 と し て あ る と 思 い ま す。

そういうこ１とも含めて医療の専門家と地域の事

業 者 の 方 々、
患 者 さ ん の 全 輿 を 横 に ネ ッ ト ワ ー ク

し て い く。 今、 実 際 に は、 血 糖 値 を 溺 っ た ら、 も

ら っ た ノ ー ト に 記 録 し て、 そ れ を 病 院 に 持 っ て い

くという形 で晴報共有をやってい豪すが、 そのノ

ー ト を ネ ッ ト ワ ー ク 上 に ア ッ ブ し て、
ど こ か ら で

も 見 ら れ る よ う に し た ら ど う か と い う の が、 こ の

「ユ ビ キ タ ス ・ ホ ー ム ケ ア ノ ー ト」 と い う ア イ デ

ァ で す。

現在はまずパソコンと携帯電話から始めていま

す。 なぜ携帯電謡かというと、
要介護者や患者さ

んのお宅という、 拠点から拠点に訪閥看護纐やヘ

ルパーの方が次々と移動するので、 全翼が一堂に

会 し て 会 議 を す る こ と は 無 理 で し ょ う。 だ か ら、

携 帯 電 話 で い つ で も、 ど こ か ら で も そ の ノ ー ト に

ア ク セ ス し て、 そ の 方 が 今 日 は 熱 が 何 度 だ と か、

食欲がなかったとか、
薬の処方が変わって医鮒か

らこういう指示がきていますといった糟報を滋も

ってチェックしてからそれぞれの家庭に人って行

くと、 的確な処方どおりの対処をしてあげること

が で き る わ け で す。

そういう彩で、 家庭や高齢者の在宅療養をして

いるところを帝心に連絡、 あるいは清報の共育を

しようと考麦ています。 実際にはよく病院でも、

２０ 米 來 縫 学１Ｎｏ－２臼 ２００５倖

患 者 さ ん の 枕 元 に ノ ー ト が あ っ て、 お 見 舞 い に 来

た 方 々 な ど が一一 箱 に 会 うこ二と が な い の で そ こ に 書

き 込 ん で お ら れ る と 懸 う の で す が、 そ の ノ ー ト を

な ん と か ネ ッ ト ワ ー ク 土 に 載 せ よ う と い う こ と で

闘発を進めています。 そのために専門の先生方か

ら ご意見がうかがえたら、 大変勉強になると思っ

て お り ま す。

桜 丼 そ の ノ ー ト と い う の は、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 に

あって関係者が閲覧できるというこ二とですね。

夫 島 そ う で す。 ＰＣ上 に ノ ー ト が あ る と い う 形

で、 そ こ に は バ イ タ ル デ ー タ の よ う な 医 療 清 報 に

直縞するものから
、
今Ｂはどこに外出 してどんな

食 寮 を し た と か、 デ イ サ ー ビ ス に 絡 か け て 行 っ

て、 こ ん な 活 動 を し ま し た と か、 要 す る に、 １人 の

生活者としての必要な情報を全部そこに載せて、

そ れ に 皆 さ ん が ア ク セ ス で き る と い う こ と で す。

た だ
、 セ キ ュ リ テ ィ の 間 題 や 個 人 の

ブ ラ イ バ シ

ーの問題、 ご本人の白立の問題もあるので、 本人

が こ１の 人 に こ の 憎 報 は 屍 音 た く な い、 例 麦
ば
、 体

重は嫁に党られたくないとか （笑）、 そういう場

合 に は、 そ の バ イ タ ル デ ー タ に 制 隈 を か け て 読 ま

れたくない人には読めないようにしています。 医

帥 に は す べ て の デ ー タ を 読 ん で も ら う。 ま た、 息

子はいいけれども嫁はイ ヤとか、 そういうことも

制限が椥えられるようにできているので、 全部の

椿報を全部の 人が見てしまうというわけではない

の で す。

実際に、 私は試用錨をこの携帯電語で使ってい

ますが、 これに安否確認のシステムも載せようと

い う こ と で 取 り 組 ん で い ま す。 ち ょ う ど 今、 私 の

携帯電語に構報が来ています。 私の父のベッ ドわ

き に あ る セ ン サ ー が 鳴 り ま す と、 メ ー ル が こ こ に

飛 ん で く る よ う な シ ス テ ム に な っ て い て、 ち な み

に今は 「異常通知」 のメールが来てい豪す。 こ
れ

は ど う い う こ と か と い う と、 「父 が ベ ッ ド か ら 降

りました。 それは憾時偲分です」 という通知のメ

ー ル が こ こ に 来 る よ う に な っ て い る か ら で す。
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こ の よ う に 携 帯 電 語 を 使 っ て、
護 が ・ ど こ で ・

ど の よ う な 行 動 を し て い る の か、 医 療、 介 護 の

様々な惰報を人カしてシステム葦二に載せ、 安否を

確認するというこ二とも含めて、 実用レ
ベルで使え

る こ と を 目 指 し て い ま す。

土肥 似たようなことで、
私たちが通信機一畿で行

って いる研究に、 「介護ロボッ ト」 の開発があり

ま す。 ま だ デ モ ン ス ｉ・レ ー シ 蔓 ン の 段 階 で 実 用 化

になってはいないのですが、 簡単なもので使い方

が や さ し い も の を、 と い う こ と を 考 え る と、 例 麦

ば、 寝
たきりの人のところに新聞を祷っていくと

か、 お 茶 を 持 っ て い く と か、 そ れ だ け で い い と い

うコンセプトなら、
今の技術レベルで闘発を進め

ら れ ま す。 そ う す る と＝次 は、 家 に い て そ の 本 人 が

介護ロボットを使えるうちはいいけれども、 病気

が進行して使差なくなったらどうするかという閥

題も畿てきます。 家族がいて何かしてあげるとし

ても、 その家族が必ずしも家にいなければいけな

いのかというとそうではなく、 携帯電話の繭面を

見 な が ら ロ ポ ッ ト を 操 作 し て、 「お 茶 が ほ し い」

と 遵 絡 が 慧 た ら
、
作 っ て お い た も の を ロ ポ ッ ト が

を園指すのではなく、

そ れ が 確 実 に で き る。 し か も、

いても携帯電話の画面などを通じてお互いに昆完

る。 やはり顔が見えるというのが一番いいんです

ね
。

私も父を介護した経験があり、
普段は私が２階

で 父 は 玉 騰 に い ま す。 下 で
ゴ ソ ゴ ソ と 音カミし た り

す る と イ ン タ ー フ ォ ン で 闘 こ 麦 る の で す が、 音 だ

けでは側が起きているのかは分かりません。 それ

で 私 は イ ン タ ー フ 才 ン を テ レ ビ 映 像 つ き の テ レ ビ

ド ア ホ ン に 変 え た ら、 父 が 何 を し よ う と し て い る

の か が よ く 分 か る よ う に な り ま し た。 そ の ほ う が

介護は楽です。 父が夜中にうろつい
たりしていて

も、 私が 「もう遅いんだから寝たほうがいいよ」

と言うと、 警うこと
を闘いて寝てく れたりするん

で す よ。

そういう機能も含わせたものの闘発を昌指して

い ま す。 介 護 ロ ボ ッ ト と い う 名 前 で も ロ ボ ッ ト と

しては簡単なしく みで、 顔を見ながら確実に世話

が で き る。 豪 だ 初 歩 の 段 階 で す が、 そ う い
う も の

を闘発 している最中です。

夫鳥 そこで重要なことは、 時閲と艇離を縮める

と い う こ と＝で し ょ う。 ロ ボ ッ ト と い う と 臼 本 で は

ど う も 産 業 用 ロ ボ ッ ト を 豪 ず■考 え て し ま い ま す

が、 今 お っ し ゃ っ た ２ 階 と １ 階、
あ る い は 地 方 と

ベ ッ ド に 持 っ て い く。 新 闘 が 読 み
た い と

か、 食 事 を し た い と い う 連 絡 が き た ら、

ワ ポ ッ ト が そ れ を 鋳 っ て い っ て、
そ れ を

ま た 片 付 け る。 そ の よ う な こ と が 家 の 外

から携帯篭語で十分に操作 できると考え

て い 豪 す。

実際には、 まだお遊 び程度の段階です

が、 大阪と東京の 研究室と で実験 してみ

た ら、 結 構 う ま く い っ た の で、 今 後 の 介

護の至つの方法として 可能性 があると思

い ま す。 ロ ポ ッ ト と い っ て も、 伺 か ら 何

までいろいろなことができるものの閥発

シ ン プ ル なこ二と で い い か ら

それが遠く離れて

釆来蔓…学河ｏ．２萄 ２０曾５努
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鰯
策京でもかまいませんが、 時閲と距離を縮めるの

１ま夏丁機 器の一番樗意な分野だと思います。 それ

によって介護や医療サービスの分野で今壁にぶち

為たっている問題の突破口にならないかなと思う

の で す。

機欝 かつて通産省 （当時） の圭導で、「アール

キ ュ ー ブ」 （Ｒ－Ｃｕｂｅ） の 実 験 を や っ た ん で す ね。

リ ア ル タ イ ム ・ リ モ ー ト・ ロ ポ テ ィ ッ ク ス （馳 ａｌ一

迂ｉｍｅ Ｒｅ醐ｏｔｅ Ｒｏｂｏｄｃｓ ： 実 時 閻 遠 隔 制 御 ロ ポ

ット技術） の頭文字 燃 をとって 「Ｒの三乗」 と

表 記 す る 次 泄 代 り ポ ッ ト 構 想 で す。 そ れ は ヒ ュ ー

マ ン サ イ ズ の ロ ポ ッ ト が そ の 辺 を 歩 い て い て、 タ

ク シ ー み た い な も の で、 例 え
ば
、 大 英 博 物 館 を 見

たいというと東京から電謡してロボットに大英樽

物 館 へ 行 っ て も ら う。 そ し て ロ
ポ ッ ト か ら 情 報 が

リアルタイムで伝わり、 映像が昆えたり替が闘こ

麦たりもするのですが、 今後
だんだんそうなるの

で し よ う か。

大鶏 この話は遠隔医療研究会で発表させていた

だいたものですが、 まさに今お語に上がり豪 し
た

ことと同じで、 在宅の認矢腕 高齢者の方と協力者

の方とを携帯電話で縞び、
地域のお祭りや旅行に

参加させようという 試みです。 発表で紹介させて

いただいた協力者の方は７５歳で、 京都に住んでお

ら れ る シ ニ ア の 方 で す竈
こ の 方 は お 元 気 で、

京 都

の西本願寺などへいろいろと取材に行ってく ださ

っ て、 リ ア ル タ イ
ム で、
「今 雨 が 降 っ て い ま す よ」

とか、「京都は紅葉がすばらしいです」 とか携帯

電 話 で
、
映 像 を 送 っ て く だ さ い ま し た。 私 た ち が

「もう少し右のほうに行って、
そこの三年坂の唐

辛子 屋さん に行ってく ださ い」 など と言うと、

ｒじゃあ移動しま しょう」 ということが行われま

し た
。

この方禽身もすごくお元気になって、 歩くこと

の い ろ い ろ な 蟹 的 が で き た と 言 っ て お ら れ ま す。

私の甜は家に闘じこもったままで地域には地られ

ないので、 昔よく行った京都も２度と行かれない

と 思 っ て い た と こ ろ、 こ の よ う な 便 利
な も の が で

きたので、 伺とか認知症の改善といったことにも

よい影響が出ればと思ったり します。

立膿 こうやって自分の意思で毘たいところへ行

ってもらえるのは、 単にビデオで見るのと全然違

う ん で す よ ね。

夫姦 母は認知症が蓬んで毘当識がおかしくなっ

ているのですが、「京都は今爾ですよ」 と言われ

た ら、 白 分 の 家 の 外 を 見 て、 「あ れ、 東 京 は 晴 れ

ているのにね」 と、 蝕の頭の中で白分のいる場所

と遠隔地が結びついていることが瞬時に理解でき

ま した。 認知症の高齢者はそういうことも分から

なくなるのですが、 これには私も本当にびっくり

し ま し た。 治 療 と ま で は い か な い ま で も、 煽 か そ

う いう体験でいい方 向に肉かえばと考えました。

立鯉 私は、 重度の心身障害の子どもたちとかか

わる仕事二も しています。 例えば遠足に行けない子

どもには、 もっと積極的に支援してあげ
たいと考

えてい豪したが、 予算などの都合で完全な形では

で き て い な い の が 実 状 で す。 し か し、
こ の よ う な

携帯電語の繭面を遷じて参蜘する方法 であれば、

本来は遠足に行けない子どもたちが 「みんなで行

ける」 ようになるということです。
ただ単に後 で

ビデオを冤るのとは違いますからね。

夫篇 ずいぶん敵から企業の申でもテレビ会議な

どをいろいろやっていますが、 そういう
ものを常

に使っておられる方に話をうかがいましたら、 免

たくもない部長の顔カ視 えたり して、 あ
まり楽し

くないというん です （笑）。 でも、 今のお話の よ

う に
、
お 子 さ ん が 遠 足 に 行 け な い と か

、
私 の 母 の

ように地域に凸て行けないといった状況にある人

に な る と、 本 当 に 見 え る と か 参 加 で き る と い う こ

とがすごくう れしいことなの ですよ。
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